
パワハラ防止のために
パワハラ実態調査 NEOS-Power harassment のご案内

パワハラ実態調査とは、パワーハラスメントの実態を把握するだけでなく、
パワハラ防止に向けた職場風土の醸成を目的に開発された『全数無記名』調査です。

１．パワハラの実態を多角的に把握できます
従業員からみたパワハラの実態について、「パワハラの６つの行為類型」を用いて「受けた」「見た・相談を受けた」を聴取し、
「発生頻度」「深刻度」「パワハラ後の行動」など多角的に把握します。

２．パワハラ対策の認知度・実践度を確認できます
パワハラ法改正において義務規定である「事業主の方針の明確化」「相談体制の整備」など、パワハラ対策の認知度と実践度を
測定し、周知啓発活動につなげます。

３．パワハラ防止のための具体的な改善策を明示します
パワハラ防止の最大の要となる組織風土を測定し、「誰が」「何を」すればよいのかについて、結果に基づいた具体的な提言を
行います。

パワハラ実態調査の特長

調査領域

パワハラについて、こんなことに困っていませんか？
 パワハラ通報があったが、当事者以外の客観的な意見を確認したい
 パワハラの原因として、組織上の問題があるのではないか
 パワハラ予備軍がいないか、発生リスクを把握したい

パワハラ経験と
パワハラの６つの行為類型

（2＋自由記述）

パワハラ経験がある人ほど、
組織風土の認識が厳しい

経験なし群＞近接群＞被害群

発生頻度

相談後の会社の対応
パワハラ後何もしなかった理由

パワハラの後の行動
心身への影響

深刻度
行為者と被行為者の関係

パワハラの実態（7）

パワハラの予防・解決のための
効果的な取り組み

自由記述

今後のために（2）
パワハラ経験なし群

パワハラ被害群

パワハラ近接群

全48項目
7分野37項目
多肢選択式 10項目
自由記述 6類型＋1パワハラ防止施策の浸透度（7）

パワハラを防止する職場マネジメント

安心して働ける職場環境（8）

上司のマネジメント行動（6）

パワハラが根付きにくい職場風土

職場のコミュニケーション（3）

組織風土（6）

経営環境の安定感（3）

働きやすい職場環境（4）

実態把握（7項目）

このサービスは、NOMA総研（株式会社日本経営協会総合研究所）よりご提供いたします。

組織風土（30項目）
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アウトプット見本

職位 性別

回答項目
役員・管理

職
非管理職 男性 女性

2020年 2020年 2020年 2020年 2020年

（●●名) （●●名) （●●名) （●●名) （●●名)

① 5.4 3.4 5.8 5.0 6.9

② 5.4 6.6 4.7 5.1 5.5

③ 89.1 89.9 89.5 89.9 87.6

※自分自身が、パワハラをされたり、見たり、相談を受けたことがあると回答した方のみ

職位 性別

回答項目
役員・管理

職
非管理職 男性 女性

2020年 2020年 2020年 2020年 2020年

（●●名) （●●名) （●●名) （●●名) （●●名)

① 10.0 6.9 6.6 11.2 3.8

② 74.5 77.1 73.3 75.2 74.0

③ 18.2 11.5 19.8 16.4 21.2

④ 20.8 18.3 24.4 21.2 19.2

⑤ 5.5 2.3 7.2 4.2 14.4

⑥ 11.2 8.4 11.8 11.3 11.5

Q,73,70.あなたの職場では、過去１年間に、パワーハラスメン
ト（以下、パワハラという）が発生しましたか

Q,71,74.あなた自身が受けたり、見たり相談を受けたことがあ
るパワハラは、以下の６つの「職場のパワーハラスメントの行
為類型」のどれに当てはまりますか

あなたのパワハラ経験

グループ全
体

他社平均

あなた自身が経験したパワハラ

グループ全
体

他社平均

あなた自身がパワハラを受けた
と感じたことがある

あなた自身がパワハラを見たり、
相談を受けたことがある

パワハラを受けたことはない／パワハラ
を見たり、相談を受けたことはない

個の侵害（私的なことに過度に
立ち入ること）

身体的な攻撃（暴行・傷害）

精神的な攻撃（脅迫・名誉毀損・
侮辱・ひどい暴言）

人間関係からの切り離し（隔離・
仲間外し・無視）

過大な要求（業務上明らかに不要なこ
と、遂行不可能なことの強制、仕事の妨
害）

過小な要求（業務上の合理性なく、能力
や経験とかけ離れた程度の低い仕事を
命じることや仕事を与えないこと）

パワハラ経験別

分野
パワハラを受け
たことがある

パワハラを見た
り・相談を受け
たことがある

パワハラを見た
り、相談を受け
たことはない

2020年 2020年 2020年 2020年

 (556名) (100名) (98名) (358名)

スコア 3.06 2.54 3.00 3.22
分布＋

－ 40.0 31.2 24.7 48.9 39.9 33.5 44.3 25.7

スコア 2.97 2.38 2.90 3.16
分布＋

－ 33.7 28.6 17.3 52.7 35.0 32.7 37.9 20.8

スコア 3.03 2.56 2.96 3.19
分布＋

－ 34.5 25.9 18.8 44.3 33.9 30.1 39.0 19.7

スコア 2.96 2.51 2.72 3.15
分布＋

－ 28.9 30.6 16.8 49.6 20.0 41.1 34.7 22.5

スコア 3.06 2.54 3.00 3.22
分布＋

－ 40.0 31.2 24.7 48.9 39.9 33.5 44.3 25.7

スコア 2.70 2.35 2.63 2.82
分布＋

－ 21.2 40.9 14.3 54.3 21.1 46.3 23.1 35.7

スコア 3.58 3.14 3.47 3.73
分布＋

－ 61.6 17.2 46.5 30.0 59.2 20.9 66.5 12.6

全体

パワハラ防止施策の浸透度

経営環境の安定感

働きやすい職場環境

パワハラを
防止する職
場マネジメ
ント

安心して働ける職
場環境

上司のマネジメント
行動

パワハラが
根付きにく
い職場風土

職場のコミュニケー
ション

組織風土

データ編 自由記述報告書 概要報告書 パワポ30ページ程度
（基本料金＋300,000円）

会社として 職場として

 パワハラ防止施策の浸透促進
 パワハラ研修の効果検証
 パワハラ研修の研修教材・資料として

 管理職の意識改革
 職場の活性化、信頼感の醸成
 従業員の定着化、帰属意識の向上

調査結果の活用場面例

調査費用 ①基本料金＋（②実施単価×調査対象人数）＋③オプション料金

①基本料金

300,000円
報告書作成は上記に＋300,000円

報告会出向は上記に＋100,000円

②実施単価
300人未満 基本料金に含む

300～999人 800円
1,000～4,999名 700円
5,000～9,999人 600円

10,000～19,999人 550円
20,000人以上 500円

項目 職位 Contents

Ｑ○ ﾘｰﾀﾞｰ Q○(上司は目標の達成や仕事の遂行のために精一杯努力することを強く求めるか).理不尽な強要。

Ｑ○ ﾘｰﾀﾞｰ Q○(福利厚生制度の充実).健康保険契約保養所が関東地区で少なすぎる。

Ｑ○ ﾘｰﾀﾞｰ Q○(福利厚生制度の充実).賃金でもらいたい。

Ｑ○ ﾘｰﾀﾞｰ Q○(福利厚生制度の充実).関東地方の保養所を増やしていただきたい。直営施設が関西･九州には
あり、利用してみたいと思っているが、遠方(関東から)のため、なかなか行ける機会がない(足代が高く
つく)ので。

Ｑ○ ﾘｰﾀﾞｰ Q○(福利厚生制度の充実).家族手当及び通勤費など、他の会社に比べ低すぎる。

その他 ﾘｰﾀﾞｰ 職場によっては勤務時間がかなりﾊｰﾄﾞであり、年齢も上がり体力的にかなりしんどい(残業も含む)。年
間労働時間を少なくしてほしい。

その他 ﾘｰﾀﾞｰ 現在、各企業の倫理が問われている。金融業界中心に、｢何をしてもまかり通る、顧客を大切にしない、
責任のがれ、革新性がない、ﾀﾃﾏｴ主義｣等各企業にとり、現在ほど｢悩める企業｣が多い。結果、必要
以上のﾘｽﾄﾗをしたりして、経営悪化が進行している。

その他 ﾘｰﾀﾞｰ ｢職種や能力･実績によって、給与･賞与に差をつける｣という質問では、評価する者のﾚﾍﾞﾙが低い場合
があり、各職場での差が出ると思う。

その他 ﾘｰﾀﾞｰ ㈱○○○に勤務し、事務職と技能職(現場)との社員に分けすぎる。管理する者、管理される者とは理
解できるが、㈱○○○の社員との思いが少ない。一つの営業所の社員との思いが強すぎるし、私自身
もそう思っている。

その他 ﾘｰﾀﾞｰ 現状、時間に追われる事が多く、昼食をゆっくり摂る時間的なゆとりがほしい。有給休暇の取得に際して
も、人員的な問題もあり、難しくなっている。社員･ﾊﾟｰﾄｰ等の人のﾁｪｰﾝを進め、現状維持でなく、一人
ひとりが意識改革を自己認識しなければならないと思う。

その他 ﾘｰﾀﾞｰ この様な調査は社員全員で行い、職場や会社を改善して行ければ良いと思う。調査用紙使用しなくて
も、ﾐｰﾃｨﾝｸﾞなどして、ｸﾞﾙｰﾌﾟのﾄｰﾀﾙ意識の調査も必要かな。

調査実施の流れ

【お問い合わせ先】
ダイヤル・サービス株式会社
東京都千代田区九段南1-6-5 九段会館テラス3階
TEL：03-6238-7111

【サービス提供会社】
株式会社日本経営協会総合研究所

NOMA総研 パワハラ調査 で検索

詳しくはこちらをご覧ください https://www.noma.co.jp/neos/powerharassment/index.html
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